
はじめに

平成20(2008)年に小学校、中学校学習指導要領、平

成21(2009)年に高校学習指導要領が改訂され、算数、

数学において、統計分野が拡大された。今日、わが国

において、統計教育に重点が置かれ始めたといえる。

本稿は、現在の統計教育の充実の基礎研究として、わ

が国における統計教育の起源を調べ、その統計教材の

内容と指導法を明らかにすることを目的としている。

１．緑表紙教科書の特徴

算術の国定教科書『尋常小学算術書』が初めて発行

されたのは、明治37(1904)年である。これを第一期と

して、第二期、第三期、第三期改訂版までの国定教科

書は表紙が黒色であったことから黒表紙教科書(黒表

紙)とよばれた(図１参照)。この黒表紙教科書は、尋常

小学校年限が４年から６年に変わった明治40(1907)年、

第一次世界大戦後の社会情勢や教育思潮の変化を受け

大正７(1918)年、度量衡法の改正を受け大正14(1925)

年と４度改訂が行われた。

第一期の教科書では、教師用書のみ出版され、児童

用書は作られなかった。児童用教科書が作られたのは、

第二期からであるが、第１、２学年用は作られなかっ

た。黒表紙は「数と計算を主とするもので論理的な系

統で配列されていた。」 内容の数学教育となってお

り、４度の改訂でも基本的な編集方針が変わることは

なかった。

『日本教科書大系』によると、「時勢の変化と世界的

な新教育思潮に基づいて、昭和７、８年頃から国定教

科書全般にわたって大修正が行われ」、昭和７(1932)

年頃から第三期改訂版に次ぐ国定教科書の編集が行わ

れはじめ、昭和10(1935)年に塩野直道らによって第四

期国定教科書『尋常小学算術』が発行された(図２参

照)。この第四期国定教科書は表紙が緑色であったこと

から緑表紙教科書(緑表紙)とよばれた。緑表紙教科書

は、児童の「数理思想の開発」や「日常生活を数理的

に正しくする」ことを目標として編集された。教材は

日常生活によく現われるものが選ばれ、児童に興味を

もって学習させる目的がうかがえる。緑表紙教科書の

編集方針について『日本教科書大系』では、「当時の一

般的な新教育思想を背景とし、また世界的な思潮とな

っていた数学教育改造運動の線にそったものであっ

た。」 と書かれている。緑表紙教科書は黒表紙教科書

と異なり、論理的な系統の数学教育ではなく、「生活数

学」に重きをおいた教科書であったことがわかる。

国定教科書の改訂経過をまとめたものが表１である。

表１ 国定教科書の改訂

図１ 黒表紙教科書(第二期)
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緑表紙は昭和10年に第一学年用が発行された。以降

毎年１冊ずつ発行され、昭和15(1940)年に全学年が完

成した。第一学年から第三学年までカラーとなってお

り、図を豊富に取り入れて、生徒にとって親しみやす

い内容となっている。生徒たちの生活に身近な例も多

く、興味を起こすための工夫がうかがえる。内容は決

して易しいものではなく、現在の学習指導要領におい

て、中学生で学習する程度の問題も含まれている。例

えば、「比例と反比例」、「角柱」、「円柱」、「角錐」、「円

錐」、「球」は五年で学習し、「対称形と回転体」、「円柱・

円錐の相似」は六年で学習する。

緑表紙教科書の教師用書には、次の特徴がある。黒

表紙教科書の教師用書は、児童用書の各ページを縮小

印刷したものを各ページの外側に載せ、内側にそのペ

ージの教授に関する注意事項を記し、余白に類似問題

を掲げていた。これに対して緑表紙教科書の教師用書

は縮小を載せていない。構成は、各章または各課ごと

に目的、教材要項、指導要領、備考となっている。教

材要項はその章または課の設定理由、既習事項との関

係、取り扱う事項の要点、指導上の一般的注意事項を

記載している。指導要領は取り扱う事項の内容と扱い

方を説明し、備考には教授上の注意、参考となる事項

を記載している。教師用書の各巻の巻末には、附録が

設けられ、各教材を分類した表「主要教材分類表」が

ある(表２参照)。例えば、表２において、「処理」の単

元に分類される、「代表値」の内容は『児童用書第三学

年下』のp.81「にわとりの卵」に登場する。にわとり

の卵７つの重さを表とグラフにして示してあり、表や

グラフを使って平均を求めさせる問題である。

緑表紙教師用書は児童用書と比べて各学年上下共に

ページ数が倍以上あり、非常に部厚いものとなってい

る。なお、児童用書の全てと教師用書の一部は平成

19(2007)年に復刻版が出版されている。全てが復刻さ

れていない教師用書の原本は所蔵が非常に少なく、内

容を確認するのが困難であった。筆者の調査によれば、

所蔵は表３のようになっており、このうち本稿では『第

四学年下』、『第五学年上』、『第五学年下』、『第六学年

上』を活用した。

２．緑表紙における統計教材の内容

(1)統計的内容の黒表紙教科書との比較

黒表紙に比べると緑表紙では統計教材が格段に増え

た。平成20(2008)年に告示された現在の中学校学習指

導要領における「資料の活用」の分野に含まれるもの、

またその基礎となるもの(表やグラフ作り、表やグラフ

を読み取るなど)が黒表紙、緑表紙にどの程度含まれて

いるかを比較したものを表４に示す。［ ］の中はその

単元名である。

棒グラフ、円グラフ、折れ線グラフは黒表紙でも学

習していたが、緑表紙では新たに３年生で場合の数、

４年生で最頻値、５年生で確率、統計的処理を学習す

る。グラフを扱った問題も黒表紙に比べて数多く登場

している。このように緑表紙教科書は、実質上我が国

で初めて初等教育に統計の学習を導入した。こののち

中等教育にどのようにつながるのかを解明するために、

表４で示した統計または確率の学習内容を、やや詳し

く見ていく。

図２ 緑表紙教科書(昭和10年 発行)

表２ 主要教材分類表(『第三学年下』一部)

表３ 『尋常小学算術 教師用』所蔵一覧
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(2)第２学年

『第二学年児童用下』(以下『小二下』と略す)で初

めて表を使った問題が出題される。内容は、風邪で欠

席した人数と日数の表を提示し、資料の合計を足し算

で児童に求めさせる問題である。提示された表を参考

に自分のクラスでの表作りも行うよう出題されている。

表を使った問題は黒表紙教科書では第四学年で扱われ

ているが、表作りを行う問題は出題されていない。

(3)第３学年

『小三上』で棒グラフを読みとる問題が出題される。

棒グラフの問題は黒表紙教科書においては、第五学年

(第三期)で初めて登場したので大幅に学年を繰り下げ

ていることがわかる。

『小三下』の児童用書では、「統計」という用語は使

われていないが、教師用書の凡例において「統計的事

項の考察・処理の方法に関する指導に意を用い、函数

関係の理解を進展せしめんことを期している。」 とい

う記述があることから、この学年より初めて統計を学

習することがわかる。教師用書「附録」に記載されて

いる「主要教材分類表」において「代表値」、「場合の

数」に分類されている教材も登場する。

(4)第４学年

表４に掲載した、第４学年の部分を取り出したもの

が表５である。

『小四上』では折れ線グラフが登場する。折れ線グ

ラフは、黒表紙教科書において、第五学年で初めて出

題されるので、ここでも学年を繰り下げ、内容の高度

化を図っていることがわかる。また用語は使われてい

ないが、最頻値を求める教材も出題されている。教師

用書「凡例」には「統計的事項の考察・処理の方法に

関するもの、函数関係の理解に関する事項も、次第に

発展せしめんことを考慮してある。」 と記されている

ことから、統計教育を取り入れることに積極的であっ

たことがうかがえる。教師用書「附録」に記載されて

いる「主要教材分類表」において「代表値、平均」に

分類される教材が入る。

『小四下』では円グラフが登場する。教師用書「凡

例」に「統計的事項の考察・処理の方法に関するもの

も一段とその程度を進め…」 と記述があるように、

『小四上』で登場した「代表値、平均」に分類される

教材もグラフを交えてより発展した内容となっている。

その内容は以下の通りである。

表４ 統計的教材の比較

表５ 第４学年における統計的教材

［いろいろな問題］

⑺五十人の生徒の算術の成績は次の通りでした。

九十点だいの生徒は何人ですか。八十点だいは何人です

か。何点だいの人が一番多いでしょう。調べたものを図

に書いてごらんなさい。平均点は何点何分ですか。

(小四下 p.90)

［代表値、平均］
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資料を表にまとめて、平均値と最頻値を求める問題

である。教師用書「附録」に記載されている「主要教

材分類表」によると、この教材は「グラフ」に分類され

ている。教師用書によると以下のように解くことを想

定している。

表６のような表を用いて90点台までの生徒の人数、

何点台の生徒が一番多いかを求める。

次に「これを図に書かせる」と書かれており、表６

をもとに棒グラフ、折れ線グラフ、ヒストグラムを描

く。ヒストグラムに関しては、「適当な説明を与えるこ

とによって、理解させることができるならば、このよ

うな図を書かせてもよい。」 と書かれているが、児童

を理解させるための適当な説明の紹介はない。平均点

は、珠算を使って求めさせる。この問題の場合、75.4

点となり、最頻値(教師用書にも「最頻値」という用語

は使われておらず、「一番多い80点台」と書かれてい

る。)と異なることを注意させる。「点数を判断するの

に、八十点台というものに重きを置いて考えることと、

平均点を主として考えることとは、見方の相違で、何

れにも意義があること認めさせるが良い。」 と書かれ

ている。

緑表紙教科書以前の黒表紙教科書では、平均を求め

る問題はあったが、最頻値を求める問題がなかったの

で、最頻値と平均値を比べることがなかった。教師用

書には、「点数分布(表７)、度数分布(表８)を理解する

ことで、規則正しい分布を知ることができる。」と記述

されている。しかし、表７、８などの作業をこの時点

で子どもらに指導することは考えられず、これらの表

は教師の理解を助けるために紹介されていると推測さ

れる。

(5)第５学年

表４に掲載した第５学年の部分を取り出したものが

表９である。

『小五上』でも、用語は使われていないものの、ヒ

ストグラムが児童用書で初めて登場する。また円順列

や確率の問題も出題されている。教師用書「附録」に

記載されている「主要教材分類表」では、「統計」とい

う項目が増え、表９において、「度数分布・代表値」が

入る。「統計的処理」を行う教材がこの学年で初めて登

場する。その内容は以下の通りである。

「統計」という用語が初めて児童用書で登場する問

題である。教師用書には「火災の度数、被害、原因の

統計を示して、統計的処理に慣れさせ、火災について

種々を考察させるものである。」 と記述している。

この問題は昭和８年から12年までの５年間の月別火

災度数を掲げて、これについて考察させる問題である。

表６ 得点の度数分布

表７ 点数分布

表８ 度数分布

表９ 第５学年における統計的教材

［火災の統計］

昭和八年から昭和十二年までに，東京府で起った火災の

月別の統計は，次の表の通りであった。

この表でどんなことがわかるか。

(小五下 p.58)

［統計的処理］
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教師用書には昭和８年の統計について図３のような折

れ線グラフを児童に書かせるよう指示している。

同様に昭和９年から12年のグラフもこの図の上に書

かせることによって、毎年夏は火災が少なく、冬は多

いことを理解することができる。このようにして、一

年間の月別火災度数の変化の模様を観察させて、それ

ぞれの年による変化を比較させる。

教師用書によると、表についてどんなことを調べて

みるかを児童に考えさせて、次の事項を導くように指

導すると記述している。

イ各年の火災の総度数

ロ各年における、一日平均の度数

ハ各年における、一か月平均の度数

ニ各月における、五か年の平均度数

ホ五か年を平均した一年間の度数

イ～ホにおける計算は珠算を用いることをすすめて

いる。

この問題は児童にとって生活に身近な事柄を問題に

することによって興味をひきやすい問題となっている

ことがうかがえる。身近な事柄を取り上げることによ

って、統計を学ぶことの意味を児童に認識させること

ができる。児童用書にはイ～ホを問題として記述せず、

与えられたデータから児童たち自身によって調べさせ

るよう教師用書には記述している。このような取り組

みは黒表紙教科書には無く、緑表紙教科書で初めて出

てきたもので、緑表紙教科書の特徴を非常によく表し

ている教材である。

上記の(16)は将棋のこまを振ったときに出る表と裏

との組合せを調べる問題である。教師用書によると、

樹形図を使って解くのではなく、表を○とし、裏を×

として、表10のような表を作って調べさせるよう記述

している。こまを振ったときに表も裏も出ないで、立

つことがあるがそのことは取り上げないこととしてい

る。

教師用書にはこの問題は、結果として何通りという

数を正しく求めることに重きを置くのではなく、「順序

正しくすべての場合をつくすように考えていく過程を

重視して指導すべきである。」 としている。

場合の数の問題は『小三下』、『小五上』にも登場す

る。それらと比べるとこの問題の難易度はあまり変わ

らない。このことから、この教材は復習と中学校との

つながりを目的としていたことが推測できる。

同じく(17)は(16)と関連した確率の概念に触れる問

題である。確率の概念にふれる問題は小五上にも登場

する。

教師用書によると、四枚を同時に振って、裏と表と

の出る組合せを調べることは、(16)で、三回の代わり

に四回振るのと同じことであると書かれている。この

ことを児童が理解しやすくするために四つの駒に１、

２、３、４の番号を付けて、以下の表を用いて組合せ

を調べさせる。

次に、一回振ったときにどの組合せがもっとも出や

すく、どの組合せがもっとも出にくいかを考える。表

11の16通りを表12のように分類する。

これによって、16通り中、６通りは、２枚が表で２

枚が裏である。全部表、または裏の場合は、それぞれ

１通りしかないことがわかる。したがって前者がもっ

図３ 昭和８年の月別火災件数

［いろいろな問題］

(16)将棋のこまの金将一枚を，三回続けてふったときの

表と裏との出る組合せを調べよ

(17)将棋のこまの金将四枚を一緒にふったときに出る

表と裏との組合せを調べよ。

どんな場合が出やすくて，どんな場合が出にくいか。

(小五下 p.77)

［場合の数、確率］

表10 ［いろいろな問題］(16)の表、裏の組合せ

表11 ［いろいろな問題］(17)の表、裏の組合せ

表12 こまの出方の分類
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とも出やすくて、後者がもっとも出づらいことが考え

られる。

二項分布を学ぶ内容であるが、教師用書には「以上

の点が納得できれば、それで満足してよく、これ以上

深く立ち入る必要はない。」 と書かれている。緑表紙

における確率を学ぶ目標は、細かく確率を計算して出

すことより、将来、確率を学習するための準備として、

児童に確率の観念を養うことに重きを置いていたこと

がうかがえる。

(6)第６学年

『小六上下』から教師用書の「主要教材分類表」が

「数理教材分類表」と改名される。「数理教材分類表」

には統計に関する分類がないが、『上』には「小学生の

体位」、「伝染病の統計」、『下』には「貯金」、「人口」

と統計的処理を行う教材が含まれている。このことか

ら既習事項の復習を目的として、これらの教材が含ま

れたことがうかがえる。内容は以下の通りである。

昭和12年度の結核による死亡の年齢別統計表を示し

これをグラフに書かせる問題である。この問題を取り

扱うことの目的は教師用書によると「伝染病の統計を

考察させ、統計的処理に慣れさせると共に、伝染病に

ついて注意を喚起し、衛生思想を養う。」 と書かれて

いる。このことから、統計的処理を行う事の技術向上

はもちろん、当時、深刻な問題であった結核の統計を

用いる事で結核に対する注意を児童に喚起させること

がうかがえる。

この問題は図４、５のようなグラフを児童に書かせ

ることを目的としている。

ヒストグラム(図４)を書く場合注意すべき点は、死

亡数が階級内の年齢によって変化しないとみなす点で

ある。例えば５歳以上10歳未満では、各年齢における

死亡数が一定であるとみなし、その範囲の死亡者の数

を長方形の面積で表すものである。ヒストグラムは『小

五上』「いろいろな問題(4)」でも登場しており、５年

生からヒストグラムを学習し、６年生でも学習するこ

とで児童に統計を親しませる狙いがあったと推測でき

る。

図５の書き方は教師用書によると、「各階級におい

て、その階級の中央の値(代表値)を代表させ、その階

級に属するものがすべてこの中央の値に集まったと考

えて表したものである。」 と書かれていることから、

緑表紙では、児童用書、教師用書ともに用語は使われ

ていないものの、今日でいう度数分布多角形を表して

いることが読み取れる。

度数分布多角形は、緑表紙において、この問題で初

めて登場する。現在の学習指導要領において、中学校

１年の資料の活用分野で学習する内容であるので、現

在に比べて、早くから学習していたことがわかる。

グラフを用いることで、20歳から25歳の範囲の死亡

数が最大であって、15歳から20歳の範囲の死亡数がほ

とんど同じ程度であること、25歳を過ぎると、35歳ま

では急激に減少し35歳を過ぎると、徐々に減少してい

くことがよくわかる。

このような図４と図５での２つのグラフの違いにつ

いて教師用書には書かれていない。ヒストグラムは重

ねて比べることができないが、度数分布多角形は重ね

ることができる。２つの資料を比べる際、度数分布多

角形を用いると比べやすいという利点があるので、今

後の学習につながることを目的としていたと解釈でき

る。

教師用書には、15歳から25歳までの死亡数は全体の

図４ 結核による死亡の年齢別人数(ヒストグラム)

［伝染病の統計］

(6)次の表は昭和十二年の結核死亡の年齢別統計である。

上の表を図に書いて調べよ。

(小六上 p.62)

［統計的処理］

図５ 結核による死亡の年齢別人数(度数分布多角形)
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５分の１を占めていて、15歳から30歳までの死亡数は

全体の半数以上を占めていることを取り上げている。

15歳以上になると結核の死亡者が著しく増加する。こ

のためこの学年の児童が間もなくこの年齢になること

から、この病気に対する注意を以下のように喚起して

いる。

イほとんどすべての人に結核菌ははいっているもの

であって、身体の抵抗力が弱まると病気にかかり

易い。身体を強健にすることが、第一の予防であ

る。結核菌が入っても抵抗力があれば病気になら

ない。

ロ日光及び大気に親しみ、適当に身心の休養をはか

り、適当な運動をなし、栄養食をとることが必要

である。

ハ所謂神経をとがらすことなく、感情・欲望を統制

することが必要である。

ニ発病の初期に早期診断をして、厳重な療養をなし、

病気を軽度の間に征服すことが肝要である。

以上のように結核に対する予防や対処まで詳しく書

かれており、統計的処理を通して、児童にとって身近

な問題について注意を喚起させることがねらいであっ

たことがうかがえる。現実の社会的問題を教材として

統計の授業を行うことは、児童の関心をひくと同時に、

社会的な問題解決の中に数学学習を位置付けることも

できるので、今日の統計学習を考える上で非常に参考

になる。

まとめ

黒表紙教科書では、表を使った問題が第四学年で初

めて扱われており、棒グラフ、折れ線グラフ、円グラ

フは第五学年で学習する。一方、緑表紙では表を使っ

た問題が第二学年から出題され、グラフを使った問題

は、第三学年から出題され、それらの数は非常に多い。

与えられた表からグラフを作成する問題などは黒表紙

教科書にはなく、緑表紙で初めて取り扱われた。黒表

紙には、確率や最頻値を求める問題も出題されておら

ず、「統計」という用語も使われていない。これらのこ

とからわが国における小学校の統計教育は、事実上緑

表紙教科書から始まったといえる。

今後の課題として、中学校における統計教育が緑表

紙教科書の影響をどのように受けたかを考察していき

たい。
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